
中学生５人が、総合的な学習の時間に
「なみえあるものさがし」に出掛けま
した。学習のテーマづくりの一環とし
て、町内の施設を見学しました。

◆ ◆

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

小学校・中学校ともに、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、４月
21日から臨時休業を実施していましたが、５月25日に再開しました。
子供たちは、久しぶりに再会した友達とともに、待ち望んでいた学校生活を生

き生きと楽しく過ごしています。

「チームなみえＧ＆Ｂ」をはじめ地域
の皆さんの協力の下、校庭の花壇の植
栽を行いました。様々な〝夏の花〟が、
きれいに咲いています。

小学校１年生が「学校探検」をしまし
た。初めて入った校長室には、珍しい
ものがたくさん置いてあり、校長先生
にたくさん質問していました。

厳粛な雰囲気の中で

小・中学校が
   再開！
小・中学校が
   再開！
小・中学校が
   再開！

５月に入り、町内各所で田植え作業が行われました。
水稲の作付は、一部避難指示解除前の平成26年に、酒田地区で
実証栽培を開始してから、今年で７年目。水稲の作付面積は毎年
少しずつ拡大し、昨年までに６地区において再開し、約27ヘク
タールにまで増えました。
今年は、新たに南棚塩、西台、田尻地区においても水稲の作付
が再開され、町内全体では、昨年の３倍以上に上る約84ヘクター
ルの作付が予定されています。
昨年、災害復旧が完了したばかりの南棚塩地区の農地では、地
元の協力の下、「福島舞台ファーム株式会社」により、24ヘクター
ルもの水稲作付が行われています。また、苅宿、藤橋、西台地区
では、それぞれ営農組織を結成し、法人化など将来の農業につい
て話し合いが進められているほか、今年は19もの経営体が、自己
所有の農地だけではなく、避難先から戻って農作業ができない人
の農地も含めて、水稲作付に取り組んでいます。
これから夏にかけては、緑色の稲が風にたなびき、秋には、豊
かに実った稲穂で黄金色に染まる田園風景を町内各所で見ること
ができます。

次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）次代の担い手が田植えに参加（藤橋地区）

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

豊作を願い 協力して作業（酒田地区）豊作を願い 協力して作業（酒田地区）豊作を願い 協力して作業（酒田地区）

作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）作業が進むにつれ緑に染まる（苅宿地区）
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